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年， らはねじれ振り子を用いて多孔質 に閉じ込めた固体 の測定を行
い， 以下の低温でねじれ振り子の振動に固体が追従しない超流動的な振る舞いを観測し



































































図 は， から まで， つの振動速
度で測定した音速と検出された定在波の振幅の温度依存性を示す。振幅は比較のために上下に
ずらして描いた。音速の測定精度は 以上で，固体超流動に伴い期待される周波数の上昇
をとらえるのに十分な精度を確保した。測定結果は， ガラス固有の音速の温度依存性に
より 付近にピークがある。臨界速度以上で超流動が抑制される 以上の振動速度
での測定と， 以下の超流動が抑制されていない測定を比較すると，測定誤差内で音速
変化が一致し，超流動の兆候は観測されなかった。
